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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体熱可塑性半結晶性摩擦活性化接着剤組成物であって、
　（ａ）約５０～約１００重量部の半結晶性接着剤ポリマーと、
　（ｂ）０～約５０重量部の少なくとも１種類の粘着付与剤と、
　（ｃ）０～約５０重量部の少なくとも１種類の結晶性添加剤と、
　（ｄ）０～約５０重量部の少なくとも１種類の充填剤と、
　（ｅ）０～約３０重量部の少なくとも１種類の油と、
　（ｆ）０～約５０重量部の少なくとも１種類の界面活性剤と、の混合物を含み、
　前記半結晶性接着剤ポリマーが、
　　（１）接着剤ポリマー１００重量部当り、約５～約９６重量部の、炭素原子が少なく
とも１６個のアルキル炭素長を有する少なくとも１種類の結晶性モノマーと、
　　（２）接着剤ポリマー１００重量部当り、約４～約７０重量部の、約８０℃未満のホ
モポリマーＴｇを有する少なくとも１種類の非結晶性モノマーと、
　　（３）接着剤ポリマー１００重量部当り、０～約７０重量部の、炭素原子が少なくと
も１４個の平均のペンダントアルキル炭素長を有する少なくとも１種類のワックス状軟質
モノマーと、
　　（４）接着剤ポリマー１００重量部当り、０～約１０重量部の、酸又は塩基官能基を
有する少なくとも１種類のモノマーと、
　　（５）接着剤ポリマー１００重量部当り、０～約４０重量部の、約３５℃～約１２０
℃のＴｍを有する少なくとも１種類の官能性又は非官能性マクロマーと、を含む、接着剤
組成物。
【請求項２】
　前記接着剤が接着剤クレヨンとして成形されている、請求項１に記載の接着剤組成物を
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含み、
　剥離可能な包装材をさらに含む、接着剤塗布装置。
【請求項３】
　請求項１に記載の接着剤組成物を使用する方法であって、
　（ａ）請求項１に記載の接着剤組成物を感圧接着剤の塊に成形する工程と、
　（ｂ）前記感圧接着剤の塊を基材上に摩擦を介して擦りつける工程と、を含み、
　前記摩擦を介して擦りつける工程によって、前記基材上に粘着性の接着剤の付着物が形
成される、方法。
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